


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③専門的な知識や技能を生かす仕事を ．577 一．067 ．102
したい
⑨大学で学んだことを生かせる仕事に ．513 ．135 一．016
つきたい
⑧自分の力以上の仕事を与えられた ．460 ．031 一」83
ら、勉強をしてでもなんとかこなしたいと
①好きなことや関心のあることを仕事に ．444 一．028 ．094
したい
②社会や人のためになる仕事をしたい ．390 ．026 ．000
⑩できるだけ安定した大企業で働きた 「047 ．845 一 ．032
い
⑤仕事は大変でも収入が高い方が良 ．125 ．362 ．079
い
⑪生活するのに十分なお金があれば 一．086 ．139 ．496
働く必要はない
⑥気に入る仕事が見つからなければ 一．016 一．080 ．437
パートやフリーターでもかまわない
④趣味や私生活を仕事より優先したい ．042 一．001 ．333
⑫自分で会社やお店の経営をしたい ．168 一 ．001 ．320
固有値 2，136 1，527 1戊80


































⑩学校の出来事について話すこと ．912 ．028 一．087
⑬友達について話すこと ．837 ．002 一．038
⑪勉強や成績について話すこと ．529 一．008 ．272
⑧美術館や博物館、展覧会などに 一．099 ．657 ．006
いくこと
③本や絵本を読んでもらうこと ．004 ．583 ．036
⑤キャンプなどで野外で一緒に活 一．045 ．517 一．018
動すること
⑨映画や演劇を観に行くこと 」29 ．463 ．001
②一緒に家事や料理をすること ．027 ．447 ．105
④夏休みの自由研究を一緒にした ．190 ．397 一．050
り手伝ったりしてもらうこと
①勉強をおしえてもらうこと ．178 ．328 ．041
⑥仕事や働くことについて話すこと 一．143 ．058 ．834
⑫将来や進路について話すこと ．234 一．137 ．695
⑦ニュースや社会の出来事につい 一 ．025 ．123 ．604
て話すこと
固有値 4，591 1，401 1，131
累積（％） 35．31 46．09 54．79
　（3）キャリア意識に影響を与える要因
　因子分析によって抽出された6つの因子を潜在変数として，「仕事優先度」
と「仕事継続度」に対する影響を調べるために，多重指標モデルを作成した。
図10は各変数の関係を表した多重指標モデルである。GFI＝．935　AGFI＝．917
RMSEA＝．046であり，モデルの適合度は問題ない。しかしながら，係数を
見ると，最も大きなもので「仕事優先度」から「仕事継続度」に対する係数
（0．35）であり変数間の規定力は大きいとは言えない。「仕事継続度」に対す
るこれ以外の直接効果をみると，「生活志向」が一〇．18でややネガティブに影
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響している程度である。「生活志向」は仕事の継続を阻む因子であるため，
本来ならより強くマイナスの値が出るべきであるが，それほどでもないとい
うことは，生徒の意識が，ややあいまいであるのではないかと考えることが
できる。
　「仕事継続度」に対する「仕事優先度」を通しての間接効果としては，「生
活志向」「学校・友達」「仕事・社会」などの影響が見られる。「仕事優先度」
に対しては「生活志向」の係数は一〇．20，また「学校・友達」の係i数は一〇．23となっ
ている。すなわち，仕事よりも私生活や趣味を重視する価値観や，学校のこ
とを家でよく話す傾向（母親が家にいる時間が長かったからと予測できる）
は「仕事継続度」にネガティブな影響をもっている。
鱒鞭鑛
・慧麟
　y．難
騰
譲嫉》鰯綱麟灘繍翻麟竃繍
　麹劉騰灘潮購鋼臓
匿］［ヨ
図10　キャリア意識に影響を与える要因
　一方「仕事・社会」因子の「仕事優先度」に対する係数は026である。
家で仕事や社会のことを良く話す傾向が「仕事優先度」を高め，結果的に「仕
事継続度」を高めていると考えられる。
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6．まとめ
（1）女性の働き方と将来の仕事
　女性の働き方については，「仕事と育児の両立が望ましい」が42．6％，「家事・
育児に問題のない程度に働くのが望ましい」が45．8％であり，わずかではあ
るが，家事育児を優先する傾向が見られる。また，「両立が望ましい」と考
える生徒は学年があがるほど増加し，高3が最も割合が高かった。
また仕事の持ち方については，5割弱の生徒が，家庭を持っても継続して正
社員として仕事をしたいと考えている。30代から40代の女性を対象とした
調査から（内閣府男女共同参画局，女性のライフプラニング支援に関する調
査2006），実際に仕事を継続しているのは15％程度あることを考える，生徒
の意識の高さとともに，現実の厳しさとの間に差があることがわかる。また，
将来就きたい仕事については，約4割の生徒が1つに決まっていると答えて
おり，希望職種には専門化・多様化の傾向が見られる。
　十文字中学・高等学校の生徒の傾向としては，総体的に専門職志向が強く，
仕事に対する前向きな姿勢が見られる。また学年が上がるにしたがってキャ
リア意識が高まっており，結婚後も仕事を継続して意向という意欲が高いと
いえる。
（2）「両立グループ」と「家事・育児グループ」の比較
　「仕事と育児の両立が望ましい」グループと，「家事・育児に問題のない程
度に働くのが望ましい」グループについて，平均値の比較をおこなったとこ
ろ，以下の点が明らかになった。
　「両立グループ」について，仕事に対する積極性が顕著に表れた結果となっ
た。大学で学んだことを生かし，また努力によって困難な仕事もこなしてい
くという姿勢がみられた。一方「家事育児グループ」は仕事に対してネガティ
ブな項目のみ前者を上回った。
　親との関わりについては，仕事や社会的な活動についての項目で「両立グ
ループ」の平均値が上回った。その他，「本や絵本をよんでもらうこと」に
ついても「両立グループ」のほうが高く，1％水準で有意差がみられた。学
校や友達の話など，日常的な項目については「家事育児グループ」のほうが
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平均値が高かった。
　職業・進路にかかわる学習に対する興味についてはすべての項目について
「両立グループ」が上回っており，「社会で活躍している先輩の話を聞く」が
最も両グループの差が大きかった。
（3）多重指標モデルによる分析
　総体的に見ると，親との関わり方が仕事についての考え方（優先度）に影
響を与え，さらにそれが働き方（継続度）に影響することが明らかとなった。
仕事に関する意識は「生活志向」（生活・趣味を優先，お金があれば働く必
要はない）以外は規定力をもたない。また，「生活志向」の高さは「仕事優
先度」に対してネガティブな影響をもち，働き方にも直接影響している。
7．今後の課題
　本調査の分析から，キャリア意識に対する母親の影響が大きいこと推測さ
れる結果が得られ，また学年が上がるほどインターネットや友人の影響をう
けるようになることも明らかとなった。また希望職種調査から専門職志向が
強い傾向も見られた。
　今後は，キャリア意識を育成するためのキャリア教育の在り方について具
体的に示すことが必要である。そのためには，OGに対するインタビューな
どの質的な調査を合わせて実施していく必要がある。また，今回分析できな
かった将来の生活についての記述データの分析を進め，生徒が抱いている生
活像の実態からキャリア教育について考えていることも有効であると考え
る。
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